
これに対し.超微形態的には基本的にいずれの

年齢に於てもほぼ同一の所見を示した｡すなわち,

成長端部付着上皮細胞は各所に半デスモゾームを

もち.これと歯面との間にはじめ不定形賀状物質

が出現,ついでそれの凝矧 こよって基底板の暗層

が作られる｡その後電子密度の高い一層が基底板

に面する歯質側に出現し,次第に厚さを増してそ

こに歯小皮を作るに至る｡付着上皮中央部では半

デスモゾームは直線状に配列するようになるが,

歯小皮はこの部分で成熟完成している｡上部付着

上皮部,すなわち歯敵襲あるいは盲嚢底付近では,

歯小皮は電子密度に不均一性を現わすと共に肥厚

膨化して,内部に戟粒状構造を示すようになる｡

このようになった歯小皮はやがて歯面より剥離し

て行く運命にあり,これが盲袋の深化.ひいては

歯周炎の増恋に少なからぬ影響を与えていること

が示唆された｡一万,歯敵盛の形成は,歯小皮と

共に1,2眉の付着上皮細胞を歯面側に残して,

上皮細胞間を結合するデスモゾームの破壊消失を

もって始まる｡

新世界ザルの歯牙の変異に関する研究

茂原信生(独協医大)

新tu界ザルのうちのオマキザル科の第3大臼歯

の形態を中心に調査した｡Ml-M2-M3の大き

さの変化は,リスザルにみられるような著しい小

型化を示す拭くゲルジモンキーとオマキザル)と,

小型化は上顎だけのもの(ティティ,ホエザル,

クモザル)のグループに区別される｡これらの間

では.上郡幽(遡且 )の方が小型化が著しく,下

郡幽(~両耳 )の方が安定性が高い｡

また.邦8大臼歯の遠心の歯帯の発達状態は,

賊側の万が発達しているもの(B型 )と舌側の万

が発達していろもの(L型 ),あるいは両方がほ

ほ等しいもの(E型)に区分される｡I)スザルに

はこの3型がはは等しい割合で出現するのに対し,

ティティ,ヨザル.オマキザルなど比較的原始的

と考えられているものではL型が多く,大型のウ

アカリやサキではE型が多くみられた｡なお,マ

ーモセット科の小型化した第2大臼歯(上顎)は,

ほとんどすべてがB型である｡

これらの点から,オマキザルは,リスザルなど

を含む,むしろ原始的な新世界ザルのグループに

含まれるものと考えられる｡

なお,この研究の概要は,窮37回人災学民族学

連合大会で発表した｡

霊長類歯冠表面の磨耗面の面積と磨耗痕による

授能形態学的研究

羽合信彦(濁協医大)

歯冠表面の磨耗痕は,食物との関係が探いため

に,近年はその観点からの研究が多い｡しかしそ

れらはかならずLも成功していない｡

私は,歯冠に生じるwearfacetや磨耗投は,

食物の性質よりむしろ歯の動きや各wearfacetの

機能との関連でとらえるべきものであると考え.

調査をすすめている｡

今回はオマキザル上村のサルの上yl邦-大日幽

(リスザル13例,他のオマキザル17例,キヌザル

13例)を対象として,wearfacetとそこに見られ

る磨耗痕をSEM(日立Sl650)により観祭し

た｡

その結果は,例えばリスザルの1-10の wear

facet(Kay&Hiiemae'74)は.圧政や mi･

crof-1akeの多いもの.条痕の多いもの,またそ

れらの混在するものに分けられる｡なかでもm6

とm 8の面はそれぞれ条痕の多い面と圧瓜の多い

面として特徴的であり.phaseIとphasc皿の幽
の動きに対応している｡このことや.phaselと

Ⅱの方向を示す傷の角度の差などを指機として.

新世界ザルを次のようにみることができるのでは

ないかと考えている｡phaseI.Ⅱ間の角皮が鋭
くshearingに対応した面が多いもの(CalLiceb

usなど)や,角皮の差があまりなく歯冠全体とし

て機能しているもの(Pithecia,Caca)'ao),それ
らの中間的なもの,またchewingよりもpunctu-

re-crushingに対応する磨耗痕の削合が多く,sh･

earingの面が強調的であるもの(Callitrichidae)

などである｡

これらのことが明らかになりつつあるが,今後

例数を増加させると共に,下顎の大臼歯について

も観察してゆく予定である｡
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